
７月１１日に開催された「ＪＲ東労組八王子地本第３０回定期大会」において、代議員

から多くの職場実態に基づいた発言が出されました。 

「ＪＲ東日本グループのさらなる飛躍に向けた新たな組織と働き方」施策により、２０２

６年４月から新賃金制度、７月からは組織再編により八王子支社は４つの事業本部へと

再編され、「勇翔２０３４」の実現に向けて更なる「融合」と「連携」が加速しています。組織

再編により在勤地指定が無くなったことによる不利益発生や、新賃金制度の能力昇給

に区分が導入されたことにより過度な競争が生まれることへの不安が出されました。ま

た、業務量に対して要員が不足している現実や、さらには事故事象対策が形ばかりであ

り、真の安全対策になっていないという現実が述べられました。 

今後の労働人口減少で人材の確保が困難となる中で、安全がトッププライオリティで

あることはかわりません。各系統の安全レベルの向上や技術・技能をしっかり継承でき

る体制を確保し、さらには社員の働き甲斐やモチベーションの向上を実現して社員が安

全で安心して働ける職場環境を労使双方の協力で構築していかなければなりません。 

 定期大会で出された発言に基づき以下の４項目を８月１３日に申し入れました。団体交

渉を通じ、安全で安心して働ける職場を創っていきます！ 

 

 

 

 

発行責任者 

野中 広俊 

202６／８／１４ 

№７ 

８月１３日提出！！八地申第１号

記 

１．各箇所で要員が逼迫している現実があるのか明らかにすること。 

また、適正な要員配置となるよう対策を講じること。 

２．除草・伐採対応についてお客様の声や乗務員等の報告による発生 

状況を明らかにすること。また、除草・伐採作業による業務負担が 

大きいことから作業を軽減するための対策を講じること。 

３．在勤地指定がない場合の通勤手当の考え方を明らかにすること。 

４．安全が経営のトッププライオリティであることから、事故事象が発生

した際は４M４Ｅ手法等を用いて適切な原因究明を行い、実効的な

対策を講じて事故の再発防止を行うこと。また、現場社員が不安な

く従事出来るよう、現場社員の声をもとに対策を講じること。 

以上 

 
安全で安心して働ける職場を創り出すぞ！ 


